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『世界農業遺産「能登の里山里海」の資源活用と
地域人材育成プラットフォームの構築_金沢大学

の18 年間の歩み』

農村RM O 推進フォーラム
〜住み続けられる地域を目指して〜

•中国新疆ウイグル自治区出身、ウイグル人。2001年来
日、富山大学の教科教育修士、金沢大学文学博士

•大学で音楽教育学の道に進む。民族音楽の社会的環
境に関する研究で修士、ウィグル伝統音楽の音程構造
の研究で博士号取得。

•日中無形文化遺産の研究（金沢大学）、ユネスコアジア
太平洋無形文化遺産の研究（日本文化財機構）経て、
2012年から珠洲市在住。金沢大学「能登里山里海
SDG sマイスタープログラム」のスタッフ、教員として勤務
。

自己紹介
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・金沢大学「里山里海プロジェクト」（18 年間の歩み）

・外部人材の活用方法

・地域活動の中核を担っているマイスタープログラム修了生の事例等

「地域づくり」
「地域団体の連携」
「外部人材の活用」
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世界農業遺産：日本で初めて！
平成23年6月：「能登の里山里海」認定（佐渡市「トキと共生する佐渡の里山」と同時）
。
珠洲市、輪島市、穴水町、能登町（奥能登2市2町）
志賀町、七尾市、中能登町、羽咋市、宝達志水町（中能登2市3町）

■伝統的な農林漁法と生物多様性
棚田や谷地田、2,000を超えるため池などがモザイク状に配置、絶滅危惧種を含む多
くの生物の生息地に。

■伝えていくべき伝統的な技術
日本では唯一能登にのみ残る「揚げ浜式塩田」、「輪島塗」、「炭焼き」などの伝統的
な技術。

■里山里海の利用保全活動
棚田オーナー制度・農家民宿・ブランド化・多様な主体による生業の創出・行政と大
学が連携した人材育成など、各地で特色ある取組。

能登地域
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能登が育んだ文化の特徴

•祈りの文化__キリコ祭りや報恩講などの神仏行事

•待ちの文化＿ボラ待ち漁、発酵食品、朝市、棚田、アエノカゼ、揚浜式塩田、マガキ

•木の文化 ＿ 輪島漆器、守の森、、キリコと松明

•もてなしの文化＿アエノコト、ヨバレ、寄り神信仰

能登の里山里海の問題
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能登の現状：過疎・高齢化 里山里海荒廃

面積：東京都とほぼ同じ

人口：東京都 （1396万人）

能登半島 Noto （17万人）

⇒2030年には10万人

奥能登の人口

限界集落

集落崩壊

生態系の崩壊，伝統文化の断絶

奥能登には、
20代若者がいない
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能登空港1h

金沢から
150Km 2.5
時間
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1.地区住民のイベントスペース
2.里山里海保全のNPO拠点
3.コミュニティ・レストラン
4.里山担当の市職員の事務所
5.大学の教育研究拠点
6.能登SDG sラボの拠点

2004年3月 廃校（旧・小泊小学校）

2006年10月 金沢大学が珠洲市から借受、

市が改修工事

学びの場としての「能登学舎」

多機能の複合施設として再活用
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2012年度〜2016年度

2017年度〜20119年度

2020年度〜現在
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ご清聴ありがとうございます


